
○新しい仕事の見積、稼働中の仕事の分析に対応。

○「この荷主はこれ以上の値引き要請に応じていたら赤字になる」
　　 「場合によっては取引中止も視野に入れなければ・・・・・・・・」
　　　　→荷主から値引要請があれば、どこまで応じられるかがわかり、車両・ドライバーを入替えてシュミレーションもできる。

○荷主や車両、部門ごとの収支が瞬時にわかり、見積もりの作成も大幅に迅速化。
　 経営戦略を練る上で欠かせないツール。

○1人のドライバーがどんな部門の仕事もこなせる「多能化」を進めるうえでシステムで強力にサポート。
　 人員配置の効率化を進め、生産性を向上させている。

○経営合理化に向けて「利益を生み出せる業務とそうでない業務」の判断材料。

○新しい仕事の見積もりの計算や、燃料費上昇による赤字分がどれくらいかの計算も可能。

○荷主との交渉や、経営課題の抽出、計画にも役立つ。

輸送原価計算(簡易型）



処理メニュー



原価データ一覧画面（管理表）

→　選択



原価データ入力画面
（必要最低限の項目入力）

青色項目



原価データ計算結果画面



１つの輸送に対して
原価の複数例試算（パターン）



１つの輸送に対して
見積り時原価と現在時点原価の比較

（妥当性チェック）





車両マスタ登録画面



人件費マスタ登録画面



係数マスタ登録画面


